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平成２２年度の峡中地区・峡北地区合同地域教育フォーラムが、１０月２６日(火)に日本航空学園内

Ｊ－ｓｈｉｐホールで開催されました。約４００名の方々のご参加を得て、シンポジウムを中心に展開

されました。シンポジウムでは、まず３名の方から地域の教育活動あるいは最近の教育の動向について

発表をしていただきました。ついで発表者３名が壇上に上がり、一般参加者も交えたディスカッション

が行なわれました。以下、そのあらましをお伝えします。 

４年前の発足以来活

動を続けてきた北杜市

立長坂小学校の「おや

じの会」の発表です。

同会は、父親も学校に

関わってほしいという

同校前校長先生の考

え、退任後も学校に関

わりながら世代を超え

たつながりをつくりたいというＰＴＡ役員経験

者の考え、また学校を取り巻く地域の関係者がつ

ながりをつくりたいという考えがもとになって

発足したとのことです。「総合的な学習の時間」

の環境学習も兼ねた環境美化の看板設置、校庭の

老木の伐採と新たな植樹、卒業祝いの餅つき等々

の活動が紹介されましたが、いずれも会員の皆さ

んが楽しみながら活動している様子でした。 

「出来る者が、出来る時に、出来ることをする」

を会則として無理のない活動を続けてこられ、現

在は地域の３０歳代から７０歳代までの幅広い

世代の方々を会員として擁しているとのことで

す。学校・家庭・地域が、地域の自発的な行動に

より結ばれることで子どもたちの教育環境が整

えられていく好個の例が示さていました。

子ども自然体験クラブ

「エヴォルヴ」は、小学

校５・６年生がイカダ下

りをしたことに始まるそ

うです。そこへ問題が多

発していた地元の中学校

の生徒もイカダ下りに興

味を示して参加してきま

した。以来、関氏は問題

を抱えた子どもも含めて多くの子どもの成長を

見てきました。 

関氏は、「子どもは、おとなが特に手をかけな

いでも集団の遊びの中で成長していくものです。

子どもたちは、クラブなどの異年齢の子どもが集

まる集団の中で、自分たちで考えてルールをつく

るなどして社会の中で折り合いをつけて生きて

いくことを学びます。・・・ところが、家族や環

境が本来の機能を失い子どもの成長のシステム

が壊れてしまって様々な問題が生じているので

す」と言われます。「教員には転任などがあり子

どもの成長を断片的にしか見ることが出来ませ

ん。しかし、地域のおとなは長期にわたり子ども

の成長を見守ることが出来ます」とも言われま

す。 

関氏のクラブの運営は、地域のおとなとして子

どもに活動場所を提供するものでした。現在で

は、同クラブは放課後子ども教室、放課後児童ク

ラブとしての活動も行なっています。「地域で取

り組む教育の推進」を実践してこられた人ならで

はのお話をうかがうことが出来た発表でした。

 

 

 

  

 

            
  

発 表発 表発 表発 表 １１１１        「「「「みなさんもみなさんもみなさんもみなさんも始始始始 めませんかめませんかめませんかめませんか？？？？    『『『『おやじのおやじのおやじのおやじの会会会会 』」』」』」』」     
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発 表発 表発 表発 表 ２２２２        「「「「家 庭家 庭家 庭家 庭 はははは生生生生 みのみのみのみの親親親親 、、、、地 域地 域地 域地 域 はははは育育育育 てのてのてのての親親親親 」」」」        

関 敦 隆 氏関 敦 隆 氏関 敦 隆 氏関 敦 隆 氏 ((((子子子子 どもどもどもども自 然 体 験自 然 体 験自 然 体 験自 然 体 験 クラブクラブクラブクラブ「「「「エヴォルヴエヴォルヴエヴォルヴエヴォルヴ」」」」代 表代 表代 表代 表 ))))     
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「新しい『公共』」

について語られること

が多くなっています。

それは市民の自発的な

行動によって担われる

ものであり、地域教育

や社会教育にも繋がっ

ていくものです。堀井

氏はそうした動きと学

校教育との関係につい

ていくつかの例を示されました。 

文部科学省の「学校支援地域本部事業」(山梨県

では「やまなし学校応援団育成事業」)では、地域

の方々が学校支援ボランティアとして学校教育

に協力することが期待されています。 

社会教育で学校施設を利用した場合には学校

施設の「目的外使用」とされますが、それは学校

教育と社会教育の繋がりが必ずしもよくないこ

とを示しています。 

地域・家庭が持っていた子どもを育成する機能

が縮小してきています。それにともない学校教育

には様々な新たな問題が起こってきました。「全

国学力・学習状況調査」で、学校では学びにくい

生活に即した内容を問うＢ問題の得点の低さが

問題になっています。子どもたちの地域・家庭で

の体験が減少する中でのことです。 

学校評価が法制化され、学校は地域の人々の意

見や要望を取り込んだ運営が求められています。

これは学校にとって大きな課題となっています。 

堀井氏は、最後に、住民の自治的社会教育とし

ての公民館活動を構想した寺中作雄の言葉を取

りあげられました。寺中は、公民館の「公民」を

「自己と社会との関係についての正しい自覚を

持ち、自己の人間としての価値を重んずるととも

に、一身の利害を超越して、相互の助け合いによ

って公共社会の完成のために尽くすような人格

を持った人、またはそのような人格たらんことを

求めて努力する人」と規定しました。これからの

「新しい『公共』」の時代に、人々が教育にどう

かかわるかを考える上で示唆するところが多い

言葉です。 

現在の教育の問題点を確認し、これからを考え

る方向性を示した発表でした。

ディスカッションに入る前に発表の補足があ

りました。堀内氏から長坂小学校発祥の経緯に

ついて説明がありました。子どもの遠距離通学

に悩んでいた地域が、小学校の分離独立のため

に全戸からの寄付で校舎建設資金をつくり、労

働奉仕で校地を整備したそうです。おやじの会

を上まわる先人の教育への志があったとのこと

です。関氏からは学校運営には校長権限の強化

が必要ではないかとの発言がありました。堀井

氏からは、関氏の指摘の方向に制度変更がされ

つつあること、また東京都などでは学校ボラン

ティアが採点などにまで入っているとの説明が

ありました。 

この後、フロアーの参加者も交えたディスカ

ッションに移りました。まず、ＰＴＡ活動の広

がりや継続性の方途についての質問がありまし

た。それに対して、関氏は「地域がＰＴＡの役

割を果たす、例えば育成会に保護者と学校がか

かわりＰＴＡの役割も持ったらどうだろうか」、 

堀内氏は「おやじの会も地域とＰＴＡを繋ぐ架

け橋」とそれぞれ発言されました。 

地域行事などで子どもの参加状況の悪さや怪

我を必要以上に恐れることには保護者の無理解

があるとの発言がありました。これに対して関

氏は、企画を子どもに任せることで参加状況が

よくなっている実態、また怪我は自己責任とす

る原則を徹底するとともに行事では保護者から

必ず同意書をとっていることが説明されました。

堀内氏から「ＰＴＡは親の成長の機会です。お

やじの会は自分が教育される場でした」と述べ

られ、保護者の積極的な関わりを呼びかける考

えを示されました。 

父権が重要であること、その弱体化を危惧す

るという発言が出ました。これに対して、女性

から、母親の父親に対する姿勢が重要ではない

かとの意見が出されました。 

 活発な意見が次々と出始めたところで終了予

定時刻になってしまったのは残念でした。しか

し、今後さらに一層活発な交流が望めそうな雰

囲気があるシンポジウムでした。
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